
日 時 令和元年７月２５日（木） 午後１時３０分～午後３時４５分

場 所 神栖市役所 本庁舎４階 第１委員会室

案 件
（１）平成３０年度神栖市改革チャレンジプラン取組状況について

【プラン担当課ヒアリング】

出席委員数 ７名

傍聴者

会議の要旨等

１ 開会

２ 会長あいさつ

３ 案件

（１）平成３０年度神栖市改革チャレンジプラン取組状況について

①プラン６ 市民活動の活性化（担当課：市民協働課）

プランの取組状況について担当課から説明後，質疑応答

委員：行政区は，市民活動支援センターに市民活動団体として登録されていますでしょう

か。

担当課：全８５行政区に登録していただいております。

委員：市民活動支援センターは，市民に広く知られているとは言いがたいと思います。

場所も分かりづらいのではないかと思います。周知の工夫がより必要だと思います。

委員：市民活動支援センターの運営も含め，市民協働の取り組みとして，神栖市が誇れる

ことはありますか。

担当課：市民活動支援センターの活動団体登録数は，近隣市と比較して多くなっています

が，実際の活動としては，市民活動が活発な自治体と比較すると，まだ届いていない

とも捉えております。今年度，新たな取組みとして，市民活動団体との共催イベント

を開催いたしましたが，団体相互の関わりを持つことができ，また団体の活動内容等

をＰＲしていただくことで，団体自身の活動の励みにもつながり，よい機会だったな

と感じております。このように市民活動団体の活動の支援につながる取り組みを引き

続き展開していきたいと考えております。

委員：市民活動団体には，若い方で構成される団体もありますか。

担当課：昨年度から，ツイッターを活用しての情報発信を開始して，若い世代での活動の

促進を図る取り組みを行っております。最近では，福祉分野において，団体が結成さ

れ，活動を行っている事例があります。

委員：市民活動団体の活性化には，活動のリーダーとなる人物の育成が必要であると考え

ています。そうした人物を育成していき，他に波及させていくことが大事であると



考えます。

②プラン１３ 公立教育・保育施設の認定こども園化の推進（担当課：子育て支援課）

プランの取組状況について担当課から説明後，質疑応答

委員：私は，市立で認定こども園を設置するからには，認定こども園運営の先駆者となら

なければならないと考えております。それが使命であると思います。設置から１年以

上が経過します。私立保育園において認定こども園化を検討するにあたって，その材

料となるように，運営の問題点や課題を関係者等に向けて周知する，あるいは問題点

や課題がないのであれば，認定こども園化が推進されるように，良くなる点等を周知

するなどの取り組みを進めていただきたいと思います。

③プラン１４ 学校の適正規模適正配置の推進（担当課：学務課）

プランの取組状況について担当課から説明後，質疑応答

委員：現在，策定されている学校の適正規模適正配置計画に，学校の統廃合の内容はあり

ますか。

担当課：急激なこどもの人数の減少はないこともあり，そうした予定はありません。小規

模校はございますが，小規模校であれば，小規模校の特性を生かした教育を実施して

いくこととしております。

委員：いずれにしましても，今後，学校の適正規模適正配置を検討するにあたっては，こ

どもの教育を第一に，小規模校であれば，小規模校のメリットを活かした教育の実践

を検討するなど，こどもへの教育効果を十分に検討して進めていただきたいと考えま

す。

④プラン１６ 市税等収納率の向上（担当課：納税課）

プランの取組状況について担当課から説明後，質疑応答

委員：取組状況検証シートに記載されている個人市民税収納率は金額ベースとのことです

が，税目毎の未納者数の状況等，対象者に焦点を当てた視点から見ていくことで，原

因やその原因に対する新たなに収納対策等を講じることもできるのでないかと思い

ます。ぜひご検討をお願いします。

４ その他

５ 閉会


